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規

則

岐
阜
県
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化
基
金
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
九
号

岐
阜
県
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化
基
金
条
例
施
行
規
則

(

趣
旨)

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
岐
阜
県
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化
基
金
条
例(

平
成
二
十
八
年
岐
阜
県
条

例
第
三
号
。
以
下｢

条
例｣

と
い
う
。)

の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(

貸
付
け
の
申
請)

第
二
条

貸
付
金(

国
民
健
康
保
険
法(

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
貸
付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

の
貸
付

け
を
受
け
よ
う
と
す
る
市
町
村
は
、
貸
付
金
借
入
申
請
書(

別
記
第
一
号
様
式)

に
次
に
掲
げ
る
書

類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

貸
付
金
償
還
計
画
書(

別
記
第
二
号
様
式)

二

収
納
不
足
市
町
村(

法
第
八
十
一
条
の
二
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
収
納
不
足
市
町
村
を
い

う
。
以
下
同
じ
。)

に
該
当
す
る
こ
と
を
示
す
資
料

三

貸
付
金
の
額
を
示
す
資
料

四

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

(

交
付
の
申
請)

第
三
条

交
付
金(

法
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
交
付
金
を
い
う
。
以

下
同
じ
。)

の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
市
町
村
は
、
交
付
金
交
付
申
請
書(

別
記
第
三
号
様
式)

に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

収
納
不
足
市
町
村
に
該
当
す
る
こ
と
を
示
す
資
料

二

交
付
金
の
額
を
示
す
資
料

三

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

(

貸
付
け
又
は
交
付
の
決
定)

第
四
条

知
事
は
、
前
二
条
に
規
定
す
る
申
請
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
貸
付

け
又
は
交
付
を
適
当
と
認
め
た
場
合
は
、
貸
付
金
又
は
交
付
金
の
額
を
決
定
し
、
そ
の
決
定
の
内
容

を
市
町
村
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
に
よ
り
貸
付
け
又
は
交
付
を
行
わ
な
い
旨
の
決
定
を
し
た
と

き
は
、
そ
の
旨
を
市
町
村
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

(

借
用
証
書
の
提
出)

第
五
条

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
市
町
村
は
、
直
ち
に
借
用
証
書(

別
記
第
四
号

様
式)

を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

償
還
方
法)

第
六
条

貸
付
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
市
町
村
は
、
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
の
内
容
に
基

づ
き
毎
年
度
知
事
が
別
に
定
め
る
日
ま
で
に
償
還
す
る
も
の
と
す
る
。

(

償
還
期
限
等
の
延
長)

第
七
条

知
事
は
、
貸
付
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
市
町
村
に
災
害
等
の
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
貸
付
金
の
償
還
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
年
度
に
行
う
償
還
に
係
る
償
還
期

日
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

２

市
町
村
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
償
還
期
限
又
は
償
還
期
日(

以
下｢

償
還
期
限
等｣

と
い
う
。)

の
延
長
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
償
還
期
限
等
延
長
申
請
書(

別
記
第
五
号
様
式)

を
知
事
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

知
事
は
、
前
項
の
申
請
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
償
還
期
限
等
の
延
長
を

適
当
と
認
め
た
場
合
は
、
延
長
後
の
償
還
期
限
等
を
決
定
し
、
そ
の
決
定
の
内
容
を
市
町
村
に
通
知

す
る
も
の
と
す
る
。

４

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
に
よ
り
償
還
期
限
等
の
延
長
を
し
な
い
旨
の
決
定
を
し
た
と

き
は
、
そ
の
旨
を
市
町
村
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

(

繰
上
償
還)

第
八
条

貸
付
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
市
町
村
は
、
貸
付
金
の
全
部
又
は
一
部
の
繰
上
償
還
を
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
繰
上
償
還
を
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
繰
上
償
還
通
知
書(

別
記

第
六
号
様
式)

を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
借
入
台
帳
の
整
備)

第
九
条

貸
付
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
市
町
村
は
、
基
金
借
入
台
帳
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

貸
付
金
又
は
交
付
金
の
減
額
等)

第
十
条

知
事
は
、
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
等
の
算
定
に
関
す
る
政
令(

昭
和
三
十
四
年
政
令

第
四
十
一
号
。
以
下｢
算
定
政
令｣

と
い
う
。)

第
十
四
条
第
三
項
及
び
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
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に
よ
る
ほ
か
、
貸
付
金
の
貸
付
け
又
は
交
付
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
市
町
村
が
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
市
町
村
に
対
す
る
貸
付
金
若
し
く
は
交
付
金
の
額
を
減
額
し
、
又

は
貸
付
金
の
貸
付
け
若
し
く
は
交
付
金
の
交
付
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一

法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
徴
収
す
る
保
険
料
の
賦
課
額
又
は
地
方
税
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号)

第
七
百
三
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が

課
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
額
が
著
し
く
低
い
こ
と
に
よ
り
収
納
不
足
市
町
村
に
該
当
す
る

こ
と
と
な
っ
た
と
き
。

二

偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
貸
付
金
の
貸
付
け
又
は
交
付
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
し
た

と
き
。

三

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
と
き
。

２

知
事
は
、
貸
付
金
の
貸
付
け
又
は
交
付
金
の
交
付
を
受
け
た
市
町
村
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
と
き
は
、
市
町
村
に
対
し
貸
付
金
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
繰
上
償
還
さ
せ
、
又
は
交
付

金
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

算
定
政
令
第
十
四
条
第
三
項
又
は
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
該
当
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
と

き
。

二

偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
貸
付
金
の
貸
付
け
又
は
交
付
金
の
交
付
を
受
け
た
と
き
。

三

貸
付
金
又
は
交
付
金
を
他
の
目
的
に
使
用
し
た
と
き
。

四

貸
付
金
の
貸
付
け
又
は
交
付
金
の
交
付
の
決
定
に
付
し
た
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

五

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
と
き
。

(

報
告
及
び
調
査)

第
十
一
条

知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
貸
付
金
の
貸
付
け
又
は
交
付
金
の
交
付
を
受

け
た
市
町
村
に
対
し
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
職
員
を
し
て
実
地
に
調
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

拠
出
金
の
額
の
通
知)

第
十
二
条

知
事
は
、
拠
出
金(

法
第
八
十
一
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金

を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

を
徴
収
す
る
と
き
は
、
交
付
金
の
交
付
を
受
け
た
市
町
村
に
対
し
拠
出
金

の
額
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

(

拠
出
期
限)

第
十
三
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
市
町
村
は
、
知
事
が
別
に
指
定
す
る
日
ま
で
に
拠
出

金
の
拠
出
を
行
う
も
の
と
す
る
。

(

拠
出
期
限
の
延
長)

第
十
四
条

知
事
は
、
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
市
町
村
に
災
害
等
の
特
別
の
事
情
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
拠
出
金
の
拠
出
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
町
村
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
拠
出
期
限
の
延
長
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
拠
出
期
限
延

長
申
請
書(

別
記
第
七
号
様
式)

を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

知
事
は
、
前
項
の
申
請
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
拠
出
期
限
の
延
長
を
適

当
と
認
め
た
場
合
は
、
延
長
後
の
拠
出
期
限
を
決
定
し
、
そ
の
決
定
の
内
容
を
市
町
村
に
通
知
す
る

も
の
と
す
る
。

４

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
に
よ
り
拠
出
期
限
の
延
長
を
し
な
い
旨
の
決
定
を
し
た
と
き

は
、
そ
の
旨
を
市
町
村
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

(

雑
則)

第
十
五
条

こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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岐
阜
県
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特

定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
十
号

岐
阜
県
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及

び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岐
阜
県
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特

定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則(

平
成
二
十
年
岐
阜
県
規
則
第
三
十
四
号)

の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
の
見
出
し
を｢(

徴
収
金
納
入
申
出
書)｣

に
改
め
、
同
条
中｢

保
護
法｣

を｢

法
第
十
四

条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
保
護
法｣

に
、｢

徴
収
金
等
支
払
申
出
書(

別
記

第
二
十
八
号
の
二
様
式)

に
よ
る｣

を｢

次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
様

式
に
よ
る
徴
収
金
納
入
申
出
書
に
よ
り
行
う｣

に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

法
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
保
護
法
第
七
十
七
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
納
入
に
充
て
る
旨
の
申
出

別
記
第
二
十
八
号
の
二
様
式

二

法
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
保
護
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
納
入
に
充
て
る
旨
の
申
出

別
記
第
二
十
八
号
の
三
様
式

別
記
第
十
二
号
様
式
別
添
二
―
一
、
別
添
二
―
二
及
び
別
添
二
―
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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78

  
 

77
 

 
 

 

  

  
 

        

別
記
第
二
十
八
号
の
二
様
式
中

｢
徴
収
金
等
支
払
申
出
書

｣

を

｢
徴
収
金
納
入
申
出
書

(中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た

中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

に
、

第
14条

４
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護

法
第
78条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
場
合
)

｣

｢支
援
給
付
金
品
等
｣

を｢支
援
給
付
金
品
｣

に
、｢生

活
保
護
法
第
78条

｣

を｢生
活
保
護
法
第
78

条
第
１
項
｣

に
、｢に

規
定
す
る
｣

を｢の
規
定
に
よ
る
｣

に
、｢支

払
に
｣

を｢納
入
に
｣

に
、｢納

付
す
る
｣

を｢納
入
す
る
｣

に
、｢支

払
わ
な
け
れ
ば
｣

を｢納
入
し
な
け
れ
ば
｣

に
、｢に

よ
り
毎
月
｣

を｢か
ら
毎
月
｣

に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
第
二
十
八
号
の
三
様
式
と
し
、
別
記
第
二
十
八
号
様
式
の

次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
前
に
提
出
さ
れ
た
改
正
前
の
岐
阜
県
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
細

則
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
及
び
申
出
書
は
、
改
正
後
の
岐
阜
県
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の

促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施

行
細
則
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
及
び
申
出
書
と
み
な
す
。

告

示

岐
阜
県
告
示
第
百
三
十
五
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)
第
四
十
九
条
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑

な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る

法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活

保
護
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
医
療
扶
助
又
は
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機

関
と
し
て
次
の
も
の
を
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
三
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

名

称

所

在

地

指

定

年

月

日

み

ず

た

に

歯

科

不
破
郡
垂
井
町
宮
代
六
六
二
―
六

平
成
三
〇
・
一
二
・

一

と
き
薬
局

小
泉

多
治
見
市
小
泉
町
八
―
一
二
九
―
一

平
成
三
一
・

一
・

一

マ
ツ
バ
ラ
薬
局

宝
店

多
治
見
市
宝
町
六
―
二

同

耳
鼻
咽
喉
科
ま
ゆ
き
ク
リ

ニ
ッ
ク

可
児
市
瀬
田
三
三
三
―
一

平
成
三
一
・

二
・

一

せ

た

薬

局

可
児
市
瀬
田
三
三
三
―
四

同

岐
阜
県
告
示
第
百
三
十
六
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
四
十
九
条
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑

な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る

法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活

保
護
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
医
療
扶
助
又
は
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機

関
と
し
て
次
の
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
等
を
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
及
び
中
国
残
留

邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の

支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十

五
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

訪
問
看
護
事
業
者

等
の
名
称

訪
問
看
護
事
業
者
等

の
主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
等
の
名
称

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
等
の
所
在
地

指

定

年
月
日

株
式
会
社
Ｔ
Ｈ
ａ

Ｂ
Ｔ
Ｏ
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ

海
津
市
南
濃
町
太
田

七
二
―
一

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
香
和(

Ｋ

Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｗ
Ａ)

海
津
市
南
濃
町
太
田

七
二
―
一

平
成
��･�･�

岐
阜
県
告
示
第
百
三
十
七
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
条
の
二
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円

滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す

る
法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生

活
保
護
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
そ
の
名
称
を
変
更
し
た
旨
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰

国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い

て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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名

称

所

在

地

変

更

年

月

日

新

エ
ム
ハ
ー
ト
薬
局

関
店

旧

ニ
コ
ニ
コ
調
剤
薬
局

関
店

関
市
西
本
郷
字
笹
島
一
二
八
―
一

平
成
二
八
・

八
・

一

岐
阜
県
告
示
第
百
三
十
八
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
条
の
二
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円

滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す

る
法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生

活
保
護
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
当
該
指
定
に
係
る
事
業
を
廃
止
し

た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並

び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第

四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
告
示
す

る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

名

称

所

在

地

廃

止

年

月

日

み

ず

た

に

歯

科

不
破
郡
垂
井
町
宮
代
六
六
二
―
六

平
成
三
〇
・
一
一
・
三
〇

と

き

調

剤

薬

局

土
岐
市
肥
田
浅
野
笠
神
町
二
―
二
一
―

二

平
成
三
〇
・
一
二
・
三
一

マ
ツ
バ
ラ
薬
局

宝
店

多
治
見
市
宝
町
六
―
二

同

岐
阜
県
告
示
第
百
三
十
九
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
条
の
二
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円

滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す

る
法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生

活
保
護
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
次
の
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
等
か
ら
当
該
指
定
に
係
る
事
業

を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国

の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
三
の
規
定
に
よ

り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

訪
問
看
護
事
業
者

等
の
名
称

訪
問
看
護
事
業
者
等

の
主
た
る
事
務
所
の

所
在
地

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
等
の
名
称

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
等
の
所
在
地

廃

止

年
月
日

医
療
法
人

光
秀

会

養
老
郡
養
老
町
大
跡

五
三
四

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
か
が
や
き

養
老
郡
養
老
町
大
跡

七
七

平
成
��･�･�

岐
阜
県
告
示
第
百
四
十
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残
留
邦

人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支

援
に
関
す
る
法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と

さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
扶
助
又
は
介
護
支
援
給
付
の
た
め

の
居
宅
介
護
等
を
担
当
さ
せ
る
機
関
と
し
て
次
の
居
宅
介
護
事
業
者
等
を
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五

十
五
条
の
三
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等

及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と

さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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居
宅
介
護
事
業
者
等
の
名
称

居
宅
介
護
事
業
者
等
の
主

た
る
事
務
所
の
所
在
地

サ
ー
ビ
ス

の
種
類

居
宅
介
護
事
業
所
等
の
名
称

居
宅
介
護
事
業
所
等
の
所

在
地

指

定

年

月

日



岐
阜
県
告
示
第
百
四
十
一
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
五
十
条
の
二
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残

留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条

第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
次
の
指

岐
阜
県
告
示
第
百
四
十
二
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

定
介
護
機
関
か
ら
そ
の
所
在
地
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
及
び
中

国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法

第
五
十
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

る
同
法
第
五
十
条
の
二
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残

留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条

第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
次
の
指
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有

限

会

社

水

谷

羽
島
市
下
中
町
市
之
枝
二

丁
目
四
〇
八
番
地

認
知
症
対

応
型
共
同

生
活
介
護

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

す
ま
い
る

水
谷

羽
島
市
下
中
町
市
之
枝
二

丁
目
四
〇
一
番
地

平
成
三
一
・

二
・

一

有

限

会

社

水

谷

羽
島
市
下
中
町
市
之
枝
二

丁
目
四
〇
八
番
地

介
護
予
防

認
知
症
対

応
型
共
同

生
活
介
護

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

す
ま
い
る

水
谷

羽
島
市
下
中
町
市
之
枝
二

丁
目
四
〇
一
番
地

同

居
宅
介
護
事
業
者
等
の
名
称

居
宅
介
護
事
業
者
等
の
主

た
る
事
務
所
の
所
在
地

サ
ー
ビ
ス

の
種
類

居
宅
介
護
事
業
所
等
の
名
称

居
宅
介
護
事
業
所
等
の
所

在
地

変

更

年

月

日

有
限
会
社

ハ
ー
ト
フ
ル
拓
愛

岐
阜
市
茜
部
菱
野
三
―
一

五
二

認
知
症
対

応
型
共
同

生
活
介
護

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
武
芸
川
あ
か

ね

新

関
市
武
芸
川
町
八
幡

字
池
の
下
四
一
九
―

一

旧

武
儀
郡
武
芸
川
町
八

幡
字
白
山
三
三
一
―

一

平
成
二
三
・

四
・

三

有

限

会

社

菫

新

大
垣
市
本
今
三
丁
目

七
七
番
地

旧

大
垣
市
本
今
四
丁
目

三
三
番
地

訪
問
介
護

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
す
み

れ

新

大
垣
市
本
今
三
丁
目

七
七
番
地

旧

大
垣
市
本
今
四
丁
目

三
三
番
地

平
成
三
〇
・

一
・
一
二

有

限

会

社

菫

新

大
垣
市
本
今
三
丁
目

七
七
番
地

旧

大
垣
市
本
今
四
丁
目

三
三
番
地

介
護
予
防

訪
問
介
護

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
す
み

れ

新

大
垣
市
本
今
三
丁
目

七
七
番
地

旧

大
垣
市
本
今
四
丁
目

三
三
番
地

同



定
介
護
機
関
か
ら
当
該
指
定
に
係
る
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の

三
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定

配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生

岐
阜
県
告
示
第
百
四
十
三
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
五
条
第
一
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に

活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

関
す
る
法
律(
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ

た
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
医
療
扶
助
又
は
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
施
術
を

担
当
さ
せ
る
機
関
と
し
て
次
の
も
の
を
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
及
び
中
国
残
留
邦
人

等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
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居
宅
介
護
事
業
者
等
の
名
称

居
宅
介
護
事
業
者
等
の
主

た
る
事
務
所
の
所
在
地

サ
ー
ビ
ス

の
種
類

居
宅
介
護
事
業
所
等
の
名
称

居
宅
介
護
事
業
所
等
の
所

在
地

廃

止

年

月

日

医
療
法
人
大
垣
在
宅
ク
リ
ニ
ッ

ク

大
垣
市
林
町
四
―
六
四
―

一

清
水
マ
ン
シ
ョ
ン
五

〇
三

訪
問
看
護

大
垣
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
垣
市
林
町
四
―
六
四
―

一

清
水
マ
ン
シ
ョ
ン
五

〇
三

平
成
三
一
・

一
・
三
一

医
療
法
人
大
垣
在
宅
ク
リ
ニ
ッ

ク

大
垣
市
林
町
四
―
六
四
―

一

清
水
マ
ン
シ
ョ
ン
五

〇
三

訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン

大
垣
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
垣
市
林
町
四
―
六
四
―

一

清
水
マ
ン
シ
ョ
ン
五

〇
三

同

医
療
法
人
大
垣
在
宅
ク
リ
ニ
ッ

ク

大
垣
市
林
町
四
―
六
四
―

一

清
水
マ
ン
シ
ョ
ン
五

〇
三

居
宅
療
養

管
理
指
導

大
垣
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
垣
市
林
町
四
―
六
四
―

一

清
水
マ
ン
シ
ョ
ン
五

〇
三

同

医
療
法
人
大
垣
在
宅
ク
リ
ニ
ッ

ク

大
垣
市
林
町
四
―
六
四
―

一

清
水
マ
ン
シ
ョ
ン
五

〇
三

通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン

大
垣
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
垣
市
林
町
四
―
六
四
―

一

清
水
マ
ン
シ
ョ
ン
五

〇
三

同

医
療
法
人
大
垣
在
宅
ク
リ
ニ
ッ

ク

大
垣
市
林
町
四
―
六
四
―

一

清
水
マ
ン
シ
ョ
ン
五

〇
三

介
護
予
防

訪
問
看
護

大
垣
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
垣
市
林
町
四
―
六
四
―

一

清
水
マ
ン
シ
ョ
ン
五

〇
三

同

医
療
法
人
大
垣
在
宅
ク
リ
ニ
ッ

ク

大
垣
市
林
町
四
―
六
四
―

一

清
水
マ
ン
シ
ョ
ン
五

〇
三

介
護
予
防

訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン

大
垣
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
垣
市
林
町
四
―
六
四
―

一

清
水
マ
ン
シ
ョ
ン
五

〇
三

同

医
療
法
人
大
垣
在
宅
ク
リ
ニ
ッ

ク

大
垣
市
林
町
四
―
六
四
―

一

清
水
マ
ン
シ
ョ
ン
五

〇
三

介
護
予
防

居
宅
療
養

管
理
指
導

大
垣
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
垣
市
林
町
四
―
六
四
―

一

清
水
マ
ン
シ
ョ
ン
五

〇
三

同

医
療
法
人
大
垣
在
宅
ク
リ
ニ
ッ

ク

大
垣
市
林
町
四
―
六
四
―

一

清
水
マ
ン
シ
ョ
ン
五

〇
三

介
護
予
防

通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン

大
垣
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
垣
市
林
町
四
―
六
四
―

一

清
水
マ
ン
シ
ョ
ン
五

〇
三

同



県
道

道
路
の
種
類

大

垣

一

宮
線

路
線
名

大
垣
市
笠
縫
町
字
奥
屋
敷
四

八
二
番
二
地
先
か
ら

同

市
宿
地
町
字
井
ノ
口
一

〇
〇
七
番
二
地
先
ま
で

区

間

後 前 区
域
変
更
前
後
別��･�〜��･� �･�〜��･� 敷

地
の
幅

員(

メ
ー
ト

ル)���･� ���･� 延

長

(

メ
ー
ト

ル)

備

考

に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条

の
三
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

氏

名

施
術
所
等
の
名
称

施
術
所
の
所
在
地
又
は
施
術
者
の
住
所

指

定

年
月
日

永

井

哲

訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ

ひ
ま
わ
り

瑞
穂
市
別
府
三
三
〇
―
一

平
成
��･�･�

安

藤

正

貴

い
ち
い
接
骨
院

多
治
見
市
前
畑
町
四
―
八
八

平
成
��･�･�

大

野

善

丈

な
ご
み
。
鍼
灸
整
骨

院

大
垣
市
河
間
町
五
―
五
七
一
―
五

平
成
��･�･��

岐
阜
県
告
示
第
百
四
十
四
号

生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
五
十
条
の
二
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦

人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律(

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号)

第
十
四
条
第
四

項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
次
の
指
定
施

術
機
関
か
ら
そ
の
名
称
及
び
所
在
地
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
三
及

び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶

者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保

護
法
第
五
十
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

氏

名

施
術
所
等
の
名
称

施
術
所
の
所
在
地
又
は
施
術
者
の
住
所

変

更

年
月
日

市

原

武

範

い
ち
は
ら
整
骨
院

新

山
県
市
岩
佐
九
三

旧

関
市
武
芸
川
町
八
幡
一
四
三
一
―

三

平
成
��･�･�

初

川

カ

ヨ

新

初
川
治
療
院
エ

ク
ラ
ン

旧

は
り
き
ゅ
う
マ
ッ

サ
ー
ジ
初
川
治

療
院

新

土
岐
市
泉
町
大
富
一
七
八
―
二

メ
ゾ
ン
桂
１
０
２
号

旧

土
岐
市
妻
木
町
八
七
八
―
七

ベ

ル
サ
ン
ピ
ア
妻
木
３
Ｄ

平
成
��･��･�

岐
阜
県
告
示
第
百
四
十
五
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維

持
課
及
び
岐
阜
県
大
垣
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
告
示
第
百
四
十
六
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維

持
課
及
び
岐
阜
県
下
呂
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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県
道

道
路
の
種
類 県

道
道
路
の
種
類

岩

井

高

山
線

停
車
場

路
線
名

乗

政

下

呂
線

停
車
場

路
線
名

高
山
市
山
口
町
一
二
九
〇
番
一
地

先
地
内

区

間

下
呂
市
宮
地
字
川
合
一
六
九

六
番
一
地
先
か
ら

同

市
同

字
同

一
七
〇

三
番
一
地
先
ま
で

区

間

後 前 区
域
変
更
前
後
別��･� 延

長

(

メ
ー
ト

ル) ��･�〜��･� �･�〜��･� 敷
地
の
幅

員(

メ
ー
ト

ル)

平
成
��･�･�� 供

用
開
始

の
期
日 ��･� ��･� 延

長

(

メ
ー
ト

ル)

平
成
��･��･�� 備

考

(
区
域
の

決
定
又
は

変
更
の
告

示
年
月
日

ほ
か) 備

考

多
治
見
市
市
之
倉
町
五
丁
目
一
七
二
番
九
六
地
先

愛
知
県
境
か
ら

可
児
市
今
渡
字
金
屋
一
七
一
九
番
の
一
地
先
ま
で

県
道

道
路
の
種
類

中
之
元

古

川
線

路
線
名

揖
斐
郡
大
野
町
大
字
野
字
向
野
二

二
四
四
番
一
地
先
か
ら

同

郡
同

町
大
字
寺
内
字
村
ノ

内
一
一
四
二
番
一
地
先
ま
で

区

間���･� 延

長

(

メ
ー
ト

ル)

平
成
��･�･�� 供

用
開
始

の
期
日

平
成
二
六
・
四
・
一

平
成
��･�･� 備

考

(

区
域
の

決
定
又
は

変
更
の
告

示
年
月
日

ほ
か)

岐
阜
県
告
示
第
百
四
十
七
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維

持
課
及
び
岐
阜
県
高
山
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
告
示
第
百
四
十
八
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維

持
課
及
び
岐
阜
県
揖
斐
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
告
示
第
百
四
十
九
号

車
両
制
限
令
第
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
規
定
に
基
づ
く
道
路
の
指
定
に
関
す
る
告
示(

平
成
二
十

六
年
岐
阜
県
告
示
第
百
二
十
七
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

適
用
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

指
定
す
る
道
路
の
表
中

｢

を

｣
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加
茂
郡
坂
祝
町
黒
岩
字
東
野
一
四
五
八
番
一
〇
地
先
か
ら

関
市
山
田
字
門
田
七
六
番
一
地
先
ま
で

多
治
見
市
前
畑
町
三
丁
目
二
二
番
一
地
先
か
ら

可
児
市
今
渡
字
金
屋
一
七
二
九
番
一
地
先
ま
で

加
茂
郡
坂
祝
町
黒
岩
字
東
野
一
四
五
八
番
一
〇
地
先
か
ら

関
市
山
田
字
門
田
七
六
番
一
地
先
ま
で

多
治
見
市
前
畑
町
三
丁
目
二
二
番
一
地
先
か
ら

同

市
大
藪
町
字
廻
間
洞
一
九
七
九
番
一
地
先
ま
で

多
治
見
市
市
之
倉
町
五
丁
目
一
七
二
番
九
六
地
先

愛
知
県
境
か
ら

可
児
市
今
渡
字
金
屋
一
七
二
九
番
一
地
先
ま
で

平
成
三
〇
・
四
・
一

平
成
三
一
・
四
・
一

同 平
成
三
〇
・
四
・
一

平
成
三
一
・
四
・
一

県
道

県
道

県
道

県
道

海
津
市
海
津
町
鹿
野
字
西
縄
一
二
七
〇
番
一
地
先
か
ら

同

市
海
津
町
馬
目
字
西
方
四
二
四
番
一
地
先
ま
で

羽
島
市
竹
鼻
町
飯
柄
字
西
野
間
二
三
一
番
一
地
先
か
ら

同

市
舟
橋
町
江
北
西
三
〇
二
番
一
地
先
ま
で

海
津
市
海
津
町
鹿
野
字
西
縄
一
二
七
〇
番
一
地
先
か
ら

同

市
海
津
町
馬
目
字
西
方
四
二
四
番
一
地
先
ま
で

羽
島
市
竹
鼻
町
飯
柄
字
西
野
間
二
三
一
番
一
地
先
か
ら

同

市
舟
橋
町
六
三
六
番
一
三
地
先
ま
で

大
垣
環
状
線

瑞
浪
イ
ン
タ
ー

線 岐
阜
羽
島
イ

ン
タ
ー
線

大
垣
環
状
線

大
垣
市
小
野
一
丁
目
二
二
番
一
地
先
か
ら

同

市
桧
町
字
堀
之
内
一
五
三
番
地
先
ま
で

瑞
浪
市
薬
師
町
二
丁
目
七
九
番
三
地
先
か
ら

同

市
明
世
町
戸
狩
字
大
満
堂
三
二
〇
番
八
地
先
ま
で

羽
島
市
舟
橋
町
舟
橋
二
四
六
番
一
地
先
か
ら

同

市
江
吉
良
町
鍵
田
二
五
八
一
番
二
地
先
ま
で

大
垣
市
小
野
一
丁
目
二
二
番
一
地
先
か
ら

同

市
桧
町
字
堀
之
内
一
五
三
番
地
先
ま
で

平
成
二
六
・
四
・
一

同 平
成
三
一
・
四
・
一

同 平
成
二
六
・
四
・
一

平
成
三
一
・
四
・
一

同 同

｢

に

｣

改
め
る
。

岐
阜
県
告
示
第
百
五
十
号

車
両
制
限
令
第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
く
道
路
の
指
定
に
関
す
る
告
示(

平
成
二
十
六

年
岐
阜
県
告
示
第
百
二
十
八
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
適

用
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一
の
表
中

｢

を

｣

｢
に
、

｣

｢

を

｣

｢

に
、

｣

｢

を

｣

｢

に
、

｣
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県
道

県
道

県
道

県
道

県
道

県
道

県
道

県
道

御

嵩

犬

山

線

溝

口

下
白
金

線

文

殊

茶
屋
新
田

線

曽
井
中
島

美
江
寺

線

大

垣

岐

阜

羽

島

線

佐

屋

多

度

線

土

岐

可

児

線

土

岐

可

児

線

可
児
市
下
恵
土
字
宮
前
五
六
三
一
番
一
地
先
か
ら

同

市
坂
戸
字
内
明
五
一
番
三
地
先
ま
で

岐
阜
市
溝
口
上
一
四
八
番
一
地
先
か
ら

関
市
下
白
金
鷺
屋
一
三
六
番
一
地
先
ま
で

岐
阜
市
鏡
島
南
一
丁
目
九
九
番
一
号
地
先
か
ら

同

市
藪
田
中
二
丁
目
一
三
番
六
号
地
先
ま
で

大
垣
市
坂
下
町
一
六
番
六
地
先
か
ら

同

市
楽
田
町
一
丁
目
六
一
番
地
先
ま
で

羽
島
市
足
近
町
七
丁
目
八
九
番
一
地
先
か
ら

同

市
舟
橋
町
六
三
六
番
一
三
地
先
ま
で

海
津
市
海
津
町
油
島
字
南
割
官
有
無
番
地
先
長
良
川
大

橋
上

愛
知
県
境
か
ら

同

市
同

字
同

官
有
無
番
地
先

(

二
五
一

番
二)

ま
で

可
児
市
今
渡
字
金
屋
一
七
四
七
番
三
地
先
か
ら

同

市
土
田
字
下
畑
三
三
一
四
番
一
地
先
ま
で

可
児
市
下
恵
土
字
柿
添
二
三
六
三
番
二
地
先
か
ら

同

市
同

字
送
木
二
四
〇
七
番
一
地
先
ま
で

可
児
市
今
渡
字
金
屋
一
七
四
七
番
三
地
先
か
ら

同

市
土
田
字
下
畑
三
三
一
四
番
一
地
先
ま
で

平
成
三
一
・
四
・
一

同 同 同 同 同 平
成
二
六
・
四
・
一

平
成
三
一
・
四
・
一

同

県
道

県
道

県
道

県
道

県
道

県
道

県
道

溝

口

下
白
金

線

文

殊

茶
屋
新
田

線

鶉羽

島

線

曽
井
中
島

美
江
寺

線

大

垣

笠

松

墨

俣

線

岐

阜

羽

島

線

佐

屋

多

度

線

岐
阜
市
溝
口
上
一
四
八
番
一
地
先
か
ら

関
市
下
白
金
鷺
屋
一
三
六
番
一
地
先
ま
で

岐
阜
市
鏡
島
南
一
丁
目
九
九
番
一
号
地
先
か
ら

同

市
柳
津
町
佐
波
名
塚
三
二
八
番
一
地
先
ま
で

岐
阜
市
柳
津
町
佐
波
諸
屋
五
八
六
番
一
地
先
か
ら

同

市
同

町
高
桑
小
米
野
六
八
二
番
一
地
先
ま
で

大
垣
市
坂
下
町
一
六
番
六
地
先
か
ら

同

市
楽
田
町
一
丁
目
六
一
番
地
先
ま
で

岐
阜
市
流
通
セ
ン
タ
ー
二
丁
目
三
番
二
地
先
か
ら

同

市
茶
屋
新
田
三
丁
目
一
一
番
一
地
先
ま
で

羽
島
市
足
近
町
七
丁
目
八
九
番
一
地
先
か
ら

同

市
舟
橋
町
六
三
六
番
一
三
地
先
ま
で

岐
阜
市
茜
部
菱
野
一
丁
目
一
二
七
番
一
地
先
か
ら

同

市
茜
部
大
川
一
丁
目
五
七
番
五
地
先
ま
で

海
津
市
海
津
町
油
島
字
南
割
官
有
無
番
地
先
長
良
川
大

橋
上

愛
知
県
境
か
ら

同

市
同

字
同

官
有
無
番
地
先

(

二
五
一

番
二)

ま
で

平
成
二
六
・
四
・
一

同 平
成
三
一
・
四
・
一

平
成
二
六
・
四
・
一

平
成
三
一
・
四
・
一

平
成
二
六
・
四
・
一

平
成
三
一
・
四
・
一

平
成
二
六
・
四
・
一

｢

を

｣

｢

に
、

｣

｢

を

｣

｢

に

｣

改
め
る
。

岐
阜
県
告
示
第
百
五
十
一
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
三
年
岐
阜
県
告
示
第
二
百
七
十
号)

の
う
ち
次
の
区
域
の

指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法

律(

平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号)

第
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
告
示
す
る
。
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上
跡
部
４

区

域

の

名

称

八
幡
谷
川
４

八
幡
谷
川
３

八
幡
谷
川
２

八
幡
谷
川
１

猿
洞
谷
川

谷
口
４

区

域

の

名

称

関
市
武
芸
川
町
跡
部
前
平
裏

区

域

の

所

在

地

関
市
武
芸
川
町
神
之
洞

関
市
武
芸
川
町
神
之
洞

関
市
武
芸
川
町
神
之
洞

関
市
武
芸
川
町
神
之
洞

関
市
武
芸
川
町
谷
口
猿
洞

関
市
武
芸
川
町
谷
口
下
金
屋

区

域

の

所

在

地

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

滝
呂
12

区

域

の

名

称

間
吹
２

区

域

の

名

称

多
治
見
市
滝
呂
町

区

域

の

所

在

地

関
市
中
之
保
字
下
屋
敷
道
下

区

域

の

所

在

地

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
及
び
岐
阜
県
美
濃
土
木
事

務
所
及
び
関
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
五
十
二
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
五
年
岐
阜
県
告
示
第
百
七
十
一
号)
の
う
ち
次
の
区
域
の

指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法

律(

平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号)

第
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
及
び
岐
阜
県
美
濃
土
木
事

務
所
及
び
関
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
五
十
三
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
五
年
岐
阜
県
告
示
第
十
八
号)

の
う
ち
次
の
区
域
の
指
定

を
解
除
す
る
の
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律

(

平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号)

第
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
及
び
岐
阜
県
美
濃
土
木
事

務
所
及
び
関
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
五
十
四
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
五
年
岐
阜
県
告
示
第
百
二
十
六
号)

の
う
ち
次
の
区
域
の

指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法

律(

平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号)

第
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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東
谷
西
谷
上
菅
谷
２

高
賀
仲
畑
１

区

域

の

名

称

関
市
洞
戸
大
野

関
市
洞
戸
大
野

関
市
洞
戸
菅
谷
字
今
立

関
市
洞
戸
高
賀
字
平
曽

区

域

の

所

在

地

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示

土
石
流

土
石
流

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

上
跡
部
４

区

域

の

名

称

八
幡
谷
川
４

八
幡
谷
川
３

八
幡
谷
川
２

八
幡
谷
川
１

谷
口
４

区

域

の

名

称

関
市
武
芸
川
町
跡
部
前
平
裏

区

域

の

所

在

地

関
市
武
芸
川
町
神
之
洞

関
市
武
芸
川
町
神
之
洞

関
市
武
芸
川
町
神
之
洞

関
市
武
芸
川
町
神
之
洞

関
市
武
芸
川
町
谷
口
下
金
屋

区

域

の

所

在

地

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示
及

び
建
築
物
に
作

用
す
る
と
想
定

さ
れ
る
衝
撃
に

関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示
及

び
建
築
物
に
作

用
す
る
と
想
定

さ
れ
る
衝
撃
に

関
す
る
事
項

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
及
び
岐
阜
県
多
治
見
土
木

事
務
所
及
び
多
治
見
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
五
十
五
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
五
年
岐
阜
県
告
示
第
百
七
十
一
号)

の
う
ち
次
の
区
域
の

指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法

律(

平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号)

第
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
及
び
岐
阜
県
美
濃
土
木
事

務
所
及
び
関
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
五
十
六
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
三
年

岐
阜
県
告
示
第
二
百
七
十
二
号)

の
う
ち
、
次
の
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
及
び
岐
阜
県
美
濃
土
木
事

務
所
及
び
関
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
五
十
七
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
三
年

岐
阜
県
告
示
第
百
七
十
三
号)

の
う
ち
、
次
の
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
及
び
岐
阜
県
美
濃
土
木
事

務
所
及
び
関
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)
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区

域

の

名

称

間
吹
２

区

域

の

名

称

区

域

の

所

在

地

関
市
中
之
保
字
下
屋
敷
道
下

区

域

の

所

在

地

区
域
の
表
示
及

び
建
築
物
に
作

用
す
る
と
想
定

さ
れ
る
衝
撃
に

関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示
及

び
建
築
物
に
作

用
す
る
と
想
定

さ
れ
る
衝
撃
に

関
す
る
事
項

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

上
菅
谷
２

高
賀
仲
畑
１

区

域

の

名

称

滝
呂
12

関
市
洞
戸
菅
谷
字
今
立

関
市
洞
戸
高
賀
字
平
曽

区

域

の

所

在

地

多
治
見
市
滝
呂
町

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示
及

び
建
築
物
に
作

用
す
る
と
想
定

さ
れ
る
衝
撃
に

関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

岐
阜
県
告
示
第
百
五
十
八
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
五
年

岐
阜
県
告
示
第
二
十
一
号)

の
う
ち
、
次
の
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
及
び
岐
阜
県
美
濃
土
木
事

務
所
及
び
関
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
五
十
九
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
五
年

岐
阜
県
告
示
第
百
二
十
八
号)

の
う
ち
、
次
の
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
及
び
岐
阜
県
多
治
見
土
木

事
務
所
及
び
多
治
見
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
六
十
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
五
年

岐
阜
県
告
示
第
百
七
十
三
号)

の
う
ち
、
次
の
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
及
び
岐
阜
県
美
濃
土
木
事

務
所
及
び
関
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
六
十
一
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の
で
、

同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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猿
洞
谷
川
３

神
之
洞

猿
洞
八
幡
３

八
幡
２

跡
部
２

前
平
①

八
幡
①

下
金
屋

区

域

の

名

称

滝
呂
12

区

域

の

名

称

関
市
武
芸
川
町
谷
口
字
小
洞
向

関
市
武
芸
川
町
八
幡
字
神
之
洞
、

字
松
洞

関
市
武
芸
川
町
谷
口
字
猿
洞

関
市
武
芸
川
町
八
幡
字
下
流

関
市
武
芸
川
町
八
幡
字
上
柏
尾

関
市
武
芸
川
町
跡
部
字
上
野
々

関
市
武
芸
川
町
跡
部
字
前
平
裏

関
市
武
芸
川
町
八
幡
字
鳶
ヶ
洞
、

字
大
洞

関
市
武
芸
川
町
谷
口
字
下
金
屋

区

域

の

所

在

地

多
治
見
市
滝
呂
町

区

域

の

所

在

地

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示

土
石
流

土
石
流

土
石
流

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

中
瀬
宮
戸
岳

矢
作
洞
戸
向

赤
祖
父

高
賀
宮

東
谷
①

西
谷
①

上
外
戸

高
見
上
菅
谷
①

仲
畑

区

域

の

名

称

関
市
洞
戸
市
場
字
中
瀬

関
市
洞
戸
菅
谷
字
宮
戸
岳

関
市
洞
戸
菅
谷
字
宮
戸
岳

関
市
洞
戸
栗
原
字
前
山

関
市
洞
戸
市
場
字
赤
祖
父

関
市
洞
戸
高
賀
字
宮
下

関
市
洞
戸
大
野
字
宮
東
、
先
ヶ

洞 関
市
洞
戸
大
野
字
西
中
村
、
西

ノ 関
市
洞
戸
高
賀
字
上
外
戸

関
市
洞
戸
高
見
字
平
山

関
市
洞
戸
菅
谷
字
今
立

関
市
洞
戸
高
賀
字
平
曽
、
字
仲

畑 区

域

の

所

在

地

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

(
｢

次
の
図｣
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
多
治
見
土
木
事

務
所
及
び
多
治
見
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
六
十
二
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の
で
、

同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
美
濃
土
木
事
務

所
及
び
関
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
六
十
三
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の
で
、

同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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間
吹
２

区

域

の

名

称

上
矢
作

清
水
上
菅
谷
11

上
菅
谷
10

関
市
中
之
保
字
下
屋
敷
道
下

区

域

の

所

在

地

関
市
洞
戸
菅
谷
字
宮
ヶ
洞

関
市
洞
戸
菅
谷
字
宮
ヶ
洞

関
市
洞
戸
菅
谷
字
タ
カ
ボ
タ

関
市
洞
戸
菅
谷
字
宮
ヶ
洞

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

猿
洞
八
幡
３

八
幡
２

跡
部
２

前
平
①

八
幡
①

下
金
屋

区

域

の

名

称

滝
呂
12

区

域

の

名

称

関
市
武
芸
川
町
谷
口
字
猿
洞

関
市
武
芸
川
町
八
幡
字
下
流

関
市
武
芸
川
町
八
幡
字
上
柏
尾

関
市
武
芸
川
町
跡
部
字
上
野
々

関
市
武
芸
川
町
跡
部
字
前
平
裏

関
市
武
芸
川
町
八
幡
字
鳶
ヶ
洞
、

字
大
洞

関
市
武
芸
川
町
谷
口
字
下
金
屋

区

域

の

所

在

地

多
治
見
市
滝
呂
町

区

域

の

所

在

地

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示
及

び
建
築
物
に
作

用
す
る
と
想
定

さ
れ
る
衝
撃
に

関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示
及

び
建
築
物
に
作

用
す
る
と
想
定

さ
れ
る
衝
撃
に

関
す
る
事
項

土
石
流

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
美
濃
土
木
事
務

所
及
び
関
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
六
十
四
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の
で
、

同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
美
濃
土
木
事
務

所
及
び
関
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
六
十
五
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る

の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
多
治
見
土
木
事

務
所
及
び
多
治
見
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
六
十
六
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る

の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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矢
作
洞
戸
向

赤
祖
父

高
賀
宮

東
谷
①

上
外
戸

高
見
上
菅
谷
①

仲
畑

区

域

の

名

称

猿
洞
谷
川
３

神
之
洞

関
市
洞
戸
菅
谷
字
宮
戸
岳

関
市
洞
戸
栗
原
字
前
山

関
市
洞
戸
市
場
字
赤
祖
父

関
市
洞
戸
高
賀
字
宮
下

関
市
洞
戸
大
野
字
宮
東
、
先
ヶ

洞 関
市
洞
戸
高
賀
字
上
外
戸

関
市
洞
戸
高
見
字
平
山

関
市
洞
戸
菅
谷
字
今
立

関
市
洞
戸
高
賀
字
平
曽
、
字
仲

畑 区

域

の

所

在

地

関
市
武
芸
川
町
谷
口
字
小
洞
向

関
市
武
芸
川
町
八
幡
字
神
之
洞
、

字
松
洞

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示
及

び
建
築
物
に
作

用
す
る
と
想
定

さ
れ
る
衝
撃
に

関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

土
石
流

土
石
流

間
吹
２

区

域

の

名

称

上
矢
作

中
瀬

関
市
中
之
保
字
下
屋
敷
道
下

区

域

の

所

在

地

関
市
洞
戸
菅
谷
字
宮
ヶ
洞

関
市
洞
戸
市
場
字
中
瀬

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示
及

び
建
築
物
に
作

用
す
る
と
想
定

さ
れ
る
衝
撃
に

関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

土
石
流

土
石
流

(
｢

次
の
図｣
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
美
濃
土
木
事
務

所
及
び
関
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
六
十
七
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る

の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
美
濃
土
木
事
務

所
及
び
関
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
六
十
八
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る

の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
美
濃
土
木
事
務

所
及
び
関
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

公

示

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
よ
る
意
見
書
に
関
す
る
件

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
概
要
を
公
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
意
見
書
は
平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日
か
ら
一
月
間
岐
阜
県
商
工
労
働
部
商
業
・
金
融

課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
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恵

那

市

調
査
を
行
う

者
の
名
称

変
更
後

変
更
前 調

査

地

域

恵
那
市
東
野
の
一
部

恵
那
市
三
郷
町
佐
々
良
木
、
長
島

町
久
須
美
、
三
郷
町
野
井
、
武
並

町
藤
、
笠
置
町
河
合
、
上
矢
作
町

漆
原
、
笠
置
町
姫
栗
、
中
野
方
町
、

明
智
町
大
田
及
び
武
並
町
竹
折
の

一
部

恵
那
市
三
郷
町
佐
々
良
木
、
長
島

町
久
須
美
、
三
郷
町
野
井
、
武
並

町
藤
、
笠
置
町
河
合
、
上
矢
作
町

漆
原
、
笠
置
町
姫
栗
、
中
野
方
町
、

明
智
町
大
田
及
び
武
並
町
竹
折
の

一
部

平
成
三
一
・

三
・

五
か
ら

同

三
一
・

三
・
三
一
ま
で

平
成
三
〇
・

四
・

一
か
ら

同

三
一
・

三
・
三
一
ま
で

平
成
三
〇
・

四
・

一
か
ら

同

三
一
・

三
・
三
一
ま
で

調

査

期

間

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

建
物
の
名
称
及
び
所
在
地

(

仮
称)

恵
那
複
合
商
業
施
設
Ａ
ゾ
ー
ン

恵
那
市
正
家
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
二
街
区
一
画
地

外

二

意
見
の
概
要

恵
那
市
長
の
意
見

・
騒
音
の
対
策
に
つ
い
て

・
そ
の
他
に
つ
い
て

(

届
出
事
項

新
設)

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
よ
る
意
見
書
に
関
す
る
件

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
概
要
を
公
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
意
見
書
は
平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日
か
ら
一
月
間
岐
阜
県
商
工
労
働
部
商
業
・
金
融

課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

建
物
の
名
称
及
び
所
在
地

(

仮
称)

恵
那
複
合
商
業
施
設
Ｂ
ゾ
ー
ン

恵
那
市
正
家
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
二
街
区
五
一
画
地

外

二

意
見
の
概
要

恵
那
市
長
の
意
見

・
騒
音
の
対
策
に
つ
い
て

・
そ
の
他
に
つ
い
て

(

届
出
事
項

新
設)

○
県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
処
分

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
土
地
改
良
事
業
益
田
北
東
部
地
区
宮
田
工
区
の
換
地
処
分
を
平
成
三
十
一
年
三
月
八
日
に
し
た
の

で
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公

示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

○
平
成
三
十
年
度
に
お
け
る
地
籍
調
査
に
関
す
る
事
業
計
画
の
変
更

国
土
調
査
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
六
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
三
十

年
度
に
お
け
る
地
籍
調
査
に
関
す
る
事
業
計
画
の
一
部
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項

の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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同
岐
西
建
築
第
三
三
号
の
一

四 同
岐
西
建
築
第
三
三
号
の
一

六平
成
三
〇
・
一
〇
・
二
二

同
岐
西
建
築
第
四
四
号

の
二
九

同
三
〇
・
一
二
・
一
九

同
岐
西
建
築
第
三
三
号
の
一

五平
成
三
〇
・
一
〇
・
二
二

同
岐
西
建
築
第
四
四
号

の
三
〇

同
三
〇
・
一
二
・
二
六

岐
阜
県
指
令
岐
西
建
築
第
三

三
号
の
三

平
成
三
〇
・

六
・
二
七

同
岐
西
建
築
第
四
四
号

の
三
二

同
三
一
・

一
・

八

開
発
許
可

(

変
更
許
可)

番

号

及

び

年

月

日

白

川

町

土

岐

市

変
更
前

変
更
後

変
更
前

加
茂
郡
白
川
町
黒
川
及
び
河
岐
の

一
部

加
茂
郡
白
川
町
黒
川
及
び
河
岐
の

一
部

土
岐
市
泉
町
久
尻
の
一
部

土
岐
市
肥
田
町
肥
田
、
土
岐
津
町

土
岐
口
及
び
泉
町
大
富
の
一
部

土
岐
市
肥
田
町
肥
田
、
土
岐
津
町

土
岐
口
及
び
泉
町
大
富
の
一
部

瑞
穂
市
中
宮
字
江
東
五
五
一
番
の
一
部
、
五

五
二
番
、
五
五
三
番
、
五
五
四
番
一
及
び
瑞

瑞
穂
市
稲
里
字
村
前
七
五
〇
番
一
、
七
六
〇

番
一
及
び
瑞
穂
市
所
管
法
定
外
公
共
物(

水

路) 瑞
穂
市
本
田
字
丸
竹
二
〇
四
八
番
一
、
二
〇

四
八
番
二
の
一
部
、
二
〇
四
九
番
一
及
び
二

〇
四
九
番
二
の
一
部

瑞
穂
市
穂
積
領
下
分
一
二
〇
番
一
及
び
一
二

〇
番
四
の
一
部

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

平
成
三
〇
・

四
・

一
か
ら

同

三
一
・

三
・
三
一
ま
で

平
成
三
〇
・

四
・

一
か
ら

同

三
一
・

三
・
三
一
ま
で

平
成
三
一
・

三
・

五
か
ら

同

三
一
・

三
・
三
一
ま
で

平
成
三
〇
・

四
・

一
か
ら

同

三
一
・

三
・
三
一
ま
で

平
成
三
〇
・

四
・

一
か
ら

同

三
一
・

三
・
三
一
ま
で

道
路

道
路

道
路

道
路

公
共
施
設
の

種
類

同 同 同 開
発
登
録
簿

に
よ
る

公
共
施
設
の

位
置
及
び
区

域

岐
阜
県
本
巣
市
北
野
一
一
八
番
地
一
〇

ハ
ウ
ス
レ
ク
ト
株
式
会
社

岐
阜
市
東
島
三
丁
目
五
番
一
〇
号

柳
ヶ
瀬
産
業
有
限
会
社

代
表
取
締
役

山

田

夏

子

羽
島
郡
岐
南
町
上
印
食
八
丁
目
八
二
番
地

大
丸
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役

臼

井

泉

大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
丁
目
北
二
番
一
一
号

株
式
会
社
大
倉

代
表
取
締
役

川

合

南
都
子

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

変
更
後

加
茂
郡
白
川
町
三
川
の
一
部

平
成
三
一
・

三
・

五
か
ら

同

三
一
・

三
・
三
一
ま
で

○
開
発
行
為
の
工
事
の
完
了

次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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同
東
建
築
第
九
六
号
の
二

平
成
三
〇
・

九
・
二
〇

同
東
建
築
第
九
八
号
の

三同
三
一
・

一
・
一
八

同
中
建
築
第
六
三
号

平
成
三
〇
・

六
・
二
九

同
中
建
築
第
六
六
号
の

二同
三
一
・

一
・
一
七

同
岐
西
建
築
第
三
五
号

平
成
三
〇
・

九
・
一
三

同
岐
西
建
築
第
三
三
号
の
一

七平
成
三
〇
・
一
〇
・
二
五

同
岐
西
建
築
第
四
四
号

の
三
四

同
三
一
・

一
・
一
〇

平
成
三
〇
・
一
〇
・
二
五

中
津
川
市
苗
木
字
並
松
四
五
八
五
番
一
九
か

ら
四
五
八
五
番
二
七
ま
で
、
四
五
八
五
番
三

四
及
び
四
五
八
五
番
四
六

美
濃
加
茂
市
新
池
町
一
丁
目
三
八
番
か
ら
四

一
番
、
四
三
番
か
ら
四
六
番
、
四
七
番
一
、

四
八
番
一
、
五
二
番
か
ら
五
六
番
、
六
四
番
、

六
五
番
二
、
六
六
番
一
、
六
六
番
三
、
六
七

番
一
、
六
八
番
一
、
七
三
番
一
、
七
四
番
一
、

七
五
番
一
及
び
七
六
番
一

岐
阜
県
羽
島
郡
笠
松
町
田
代
字
社
古
地
一
〇

五
九
番
一
及
び
一
〇
六
〇
番
一

瑞
穂
市
馬
場
小
城
町
二
丁
目
三
番

穂
市
所
管
法
定
外
公
共
物(

水
路)

道
路

道
路
、
緑
地

道
路
、
下
水

道 道
路

同 同 同 同

岐
阜
県
中
津
川
市
東
宮
町
一
番
二
号

株
式
会
社
イ
ワ
ビ
シ

代
表
取
締
役

丸

山

大

知

名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
三
丁
目
二
二
番
二
四
号

Ｍ
Ｕ
Ｌ
プ
ロ
パ
テ
ィ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

葛

谷

悦

敏

岐
阜
市
長
住
町
五
丁
目
八
番
地

國
六
株
式
会
社

代
表
取
締
役

國

井

重

宏

岐
阜
市
金
岡
町
五
番
地

イ
ワ
タ
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

杉

本

高

男

代
表
取
締
役�
木

正

臣

○
落
札
者
等
に
関
す
る
公
示

岐
阜
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則(

平
成
七
年
岐
阜
県
規
則
第

百
二
十
号)

第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
に
つ
い
て
公
示
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

１
購
入
物
品
及
び
数
量
岐
阜
県
立
高
等
学
校
(岐
阜
県
立
飛�
神
岡
高
等
学
校
を
除
く
｡)､
岐
阜

県
立
特
別
支
援
学
校
(岐
阜
県
立
岐
阜
希
望
が
丘
特
別
支
援
学
校
を
除

く
｡)
及
び
岐
阜
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
使
用
す
る
電
気
(予
定
数
量
)

22,830,250ｋ
Ｗ
ｈ

２
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
一
般
競
争
入
札

３
入
札
公
告
を
行
っ
た
日
平
成
30年
12月
25日

４
落
札
者
を
決
定
し
た
日
平
成
31年
２
月
４
日

５
落
札
者
の
住
所
及
び
氏
名
愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
東
新
町
１
番
地

中
部
電
力
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
社
長
執
行
役
員
勝
野
哲

６
落
札
金
額
350,590,676円

７
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

�
部
局
の
名
称
岐
阜
県
教
育
委
員
会
教
育
財
務
課

�
所
在
地
岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
１
番
１
号
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平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日
発
行

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号

発
行
者

岐

阜

県

発
行
所

岐

阜

県

庁

編

集

岐
阜
市
三
輪
ぷ
り
ん
と
ぴ
あ
十
三
―
一

岐

阜

文

芸

社


